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診
療
圏
内
衛
生
科
長
等
集
合
訓
練 

西
方
Ｄ
Ｃ
Ｓ
訓
練 

准
看
水
難
救
助
訓
練 

 

准
看
護
学
院
（
学
院
長
：
濵
地
一

佐
）
は
、
令
和
二
年
七
月
十
四
日
か
ら

十
五
日
ま
で
の
間
、
第
四
十
五
期
准
看

護
学
生
の
水
難
救
助
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。 

 

今
年
度
は
、
小
雨
が
降
り
例
年
よ
り

水
温
も
低
い
中
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。
学
生
の
中
に
は
泳
ぎ
が
苦
手
な
者

も
い
ま
し
た
が
、
同
期
で
助
け
合
い
な

が
ら
全
員
が
真

剣
に
訓
練
に
臨

み
事
故
な
く
訓

練
が
実
施
で
き

ま
し
た
。
特
に

溺
者
の
救
助
法

や
遠
泳
等
を
行

い
、
水
難
救
助

の
知
識
・
技
術

を
習
得
し
ま
し

た
。 

准
看
山
地
行
進
訓
練 

 

准
看
護
学
院

（
学

院

長
：
濵

地

一

佐
）
は
、

令
和
二
年
六
月

二

十

六

日
、
第

四
十
五
期
准
看

護
学
生
の
第
一

回
山
地
行
進
訓

練
を
背
振
山
山

系
で
実
施
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
受
け
、
感
染

対
策
を
行
い
な
が
ら

訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
汗
を
全
身
に
か

き
な
が
ら
、
入
校
後

三
か
月
で
学
ん
だ
知

識
・
技

術

を

活

用

し
、
傷
病
者
対
応
を

し
な
が
ら
山
頂
を
目

指
し
ま
し
た
。 

傷病者を搬送する学生 海中から溺者を救出する学生 

背振山頂での集合写真 

陸
上
幕
僚
長
表
彰
伝
達
式 

 

令
和
二
年
七
月
十
三
日
、
陸
上
幕
僚
長

よ
り
、
平
素
に
お
け
る
駐
屯
地
業
務
、
特

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に

お
い
て
、
自
治
体
へ
の
感
染
防
護
教
育
を

実
施
し
た
他
、
災
害
派
遣
要
員
と
し
て
医

官
・
看
護
官
を
自
衛
隊
中
央
病
院
へ
派
遣

す
る
等
派
遣
部
隊
の
任
務
達
成
に
大
き
く

貢
献
し
た
功
績
を
認
め
ら
れ
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。 

 

当
初
は
、
陸
上
幕
僚
監
部
（
市
ヶ
谷
）

で
の
受
賞
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
護
の
観
点
か
ら

公
共
機
関
で
の
移

動
を
避
け
る
こ
と

と
な
り
、
令
和
二

年
七
月
二
十
八
日

に
西
部
方
面
総
監

部
（
健

軍
）
に

お

い
て
、
西
部
方
面

総
監
よ
り
伝
達
し

て
頂
き
ま
し
た
。 

総監より伝達を受ける病院長 

 

令
和
二
年
七
月
四
日
、
春
日
駐
屯
地
内

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
横
駐
車
場
に
お
い
て
、
西

部
方
面
隊
が
実
施
す
る
「
令
和
二
年
度
第

一
回
方
面
戦
傷
治
療
集
合
訓
練
（
西
方
Ｄ

Ｃ
Ｓ
訓
練
）
」
の
企
画
統
制
班
、
指
導
班

及
び
練
成
班
に
要
員
を
参
加
さ
せ
、
Ｄ
Ｃ

Ｓ
技
術
の
指
導
及
び
Ｆ
Ｓ
Ｔ
要
員
の
練
成

を
行
い
、
方
面
隊
の
Ｄ
Ｃ
Ｓ
能
力
の
向
上

に
寄
与
し
ま
し
た
。 

 

令
和
二
年
六
月
三
十
日
、
春
日
駐
屯
地

内
体
育
館
に
お
い
て
、
診
療
圏
内
衛
生
科

長
等
集
合
訓
練
を
開
催
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
継
続
し
つ
つ

縮
小
し
た
診
療
態
勢
の
一
部
再
開
に
つ
い

て
情
報
を
発
信
す
る
と
共
に
、
病
院
の
各

種
施
策
等
に
つ
い
て
認
識
の
統
一
を
図
り

ま
し
た
。 

「変
化
に
対
応
し
続
け
る
」 

自
衛
隊
福
岡
病
院
長 

兼
春
日
駐
屯
地
司
令 

 
 
 
 

 
 
 

陸
将
補 
松
木 

泰
憲 

季
節
が
秋
に
移
っ
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
国
内
外
に
甚
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
続
け
て
い
ま
す
。
昨
年
ま
で
の

写
真
や
映
像
を
見
る
と
、
映
っ
て
い
る

人
々
の
距
離
や
密
度
、
そ
し
て
マ
ス
ク
の

未
着
用
に
違
和
感
を
覚
え
て
し
ま
い
、
急

速
か
つ
大
き
く
世
の
中
が
変
わ
っ
た
こ
と

を
実
感
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
我
々
一
人

一
人
は
い
わ
ゆ
る
「
新
た
な
生
活
様
式
」

へ
向
け
た
行
動
や
意
識
の
変
化
を
求
め
ら

れ
て
お
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
終
息
し
て

も
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
の
日
常
に
戻
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
す
。
た
だ
変
化

を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
悪
い
こ

と
ば
か
り
で
は
な
く
、
あ
る
べ
き
姿
や
来

る
べ
き
未
来
に
向
け
た
改
善
・
挑
戦
の
機

会
と
し
て
前
向
き
に
捉
え
る
こ
と
も
で
き

る
と
思
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
に
対
応
す
る
に
あ
た
り
、

当
院
は
こ
れ
ま
で
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
処
訓
練
」
等
を
基
に
策
定
し
た
計

画
を
実
行
し
、
地
域
の
保
健
所
等
と
の
連

携
、
職
員
の
感
染
防
護
具
の
着
用
や
施
設

内
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
等
を
行
い
ま
し
た
。
加

え
て
、
来
院
者
の
発
熱
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
す
る
た
め
の
テ
ン
ト
の
開
設
や
、
症
状

が
安
定
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
対
す
る
電

話
受
診
等
の
新
た
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
対
処

計
画
を
保
持
し
、
定
期
的
に
訓
練
を
行
っ

て
き
た
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
有
益
で
し
た

が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
既
存
の
計
画
等
を 

活
用
し
つ
つ
、
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
性
を

発
揮
し
、
院
務
の
優
先
順
位
や
手
順
・
要

領
等
を
修
正
す
る
、
あ
る
い
は
新
た
な
対

策
を
案
出
す
る
こ
と
が
、
未
曽
有
の
事
態

に
対
応
す
る
に
あ
た
り
、
更
に
重
要
で

あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
変
化
へ
の
対
応
の
基
盤
と
な
る

の
は
、
自
ら
の
職
務
に
対
す
る
使
命
感
や

誇
り
を
活
力
源
と
し
て
、
変
化
を
常
態
と

と
ら
え
て
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く
意
識
や

姿
勢
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。
我
々

は
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を

含
め
、
医
療
を
通
じ
て
地
域
の
安
心
安
全

と
自
衛
隊
の
精
強
化
に
貢
献
し
て
い
く
強

い
使
命
感
を
も
っ
て
、
状
況
の
変
化
に
し

な
や
か
に
対
応
し
な
が
ら
院
務
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

今
年
自
衛
隊
福
岡
病
院
は
お
か
げ
さ

ま
で
開
院
か
ら
六
十
五
周
年
を
迎
え
ま

す
。
た
だ
今
般
の
状
況
を
鑑
み
、
毎
年
秋

に
実
施
し
て
い
る
創
立
記
念
式
典
は
中
止

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
自
衛
隊
福
岡
病
院
は
、
六
十
五
年
間

に
亘
る
地
域
の
皆
様
・
関
係
各
位
の
ご
支

援
に
感
謝
し
、
諸
先
輩
方
の
ご
尽
力
に
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
を
克

服
し
た
近
い

将
来
、
感
染

症
等
に
対
す

る
設
備
を
充

実
さ
せ
た
新

病
院
が
建
設

さ
れ
、
稼
働

し
て
い
る
姿

に
思
い
を
馳

せ
つ
つ
精
進

を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。 

来院者に対する問診及び検温 

災
害
派
遣
出
発
報
告 

 

令
和
二
年
七
月
以
降
、
沖
縄
県
に
お
い

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

感
染
ク
ラ
ス
タ
ー
が
、
各
所
に
お
い
て
発

生
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
八
月
十
八
日

に
沖
縄
県
知
事
が
第
十
五
旅
団
長
に
対

し
、
災
害
派
遣
を
要
請
し
ま
し
た
。 

 

沖
縄
県
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
に
係
る
第
十
五
旅
団
司
令

部
の
指
揮
幕
僚
活
動
能
力
を
強
化
す
る
た

め
に
、
当
院
か
ら
看
護
官
一
名(

瀬
戸
嶋

一
尉)

を
増
強
幕
僚
と
し
て
派
遣
す
る
こ

と
と
な
り
、
八
月
二
十
日
災
害
派
遣
出
発

報
告
を
実
施
し
ま
し
た
。 

病院長に報告する瀬戸島１尉 
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Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
練
度
維
持
訓
練 

 

令
和
二
年
六
月
十
五
日
、
売
店(

Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｇ

Ｕ
Ｉ
）
が
開
店
し
ま
し
た
。 

 

Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｉ(

龍
亀)

と
は
、
亀
が
龍
に

変
化
す
る
過
程
を
あ
ら
わ
し
た
神
話
上
の
生

物
で
す
。
亀
が
も
た
ら
す
保
護
力
と
龍
が
も

た
ら
す
万
能
の
パ
ワ
ー
の
両
方
の
特
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。
風
水
で
は
、
正
財(

ビ
ジ
ネ

ス
に
お
け
る
金
運
）
を
高
め
る
ア
イ
テ
ム
と

し
て
使
わ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
開
店
に
あ
た
り
末
永
く
商
売
が

続
く
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
て
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。 

 

営
業
時
間
は
、
平
日
〇
九
〇
〇
～
一
三
三

〇
・
一
五
〇
〇
～
一
八
〇
〇
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

昼
食
時
に
は
、
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｉ
オ
リ
ジ
ナ

ル
弁
当
及
び
ご
ち
そ
う
さ
ん(

部
外
か
ら
来
ら

れ
る
弁
当
屋
さ
ん)

の
弁
当
が
購
入
可
能
で

す
。
月
・
水
に
は
ス
イ
ー
ツ
も
入
荷
し
ま

す
。
店
長
お
す
す
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。
是

非
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。 

 

 

細
部(

案
内
図
・
取
扱
商
品
・
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
等)

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
業

務
シ
ス
テ
ム(

部
内
の
方
に
限
る)

よ
り
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。 

 

自
衛
隊
福
岡
病
院
に
来
院
の
際
に
は
ご
利

用
お
願
い
し
ま
す
。 

 

新
人
看
護
師
研
修 

売
店(

Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｉ)

の
案
内 

ろ 
 

ん 
 

ぐ 
 

い 

 

〈 

転
入
者 

〉 

《
六
月
一
日
付
》 

診
療
科 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

湯
浅 

章 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

桒
原 

殿 

《
八
月
一
日
付
》 

総
務
部 

（
総
務
課
） 

 
 
 

三
等
陸
佐 

五
十
嵐 

晴
彦 

 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

柴
山 

晴
彦 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

亀
澤 

洋
一 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

池
田 

朝
子 

（
医
事
課
） 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

髙
橋 

雅
宣 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

池
田 

大
輝 

 
 
 

三
等
陸
曹 

 

外
園 

美
穂 

（
管
理
課
） 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

重
松 

大
吾 

（
会
計
課
） 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

竹
尾 

拓
也 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

浦
川 

拓
也 

診
療
科 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

澁
谷 

美
佐
保 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

佐
々 

瑠
花 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

樽
岡 

輝 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

岡
本 

学 
衛
生
資
材
部 

（
衛
生
資
材
課
） 

 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

宮
﨑 

美
紀 

 
 
 

一
等
陸
曹 

 

中
川 

良
章 

 
 
 

一
等
陸
曹 

 

梅
本 

修
平 

（
薬
剤
課
） 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 
掛
川 

隆
司 

看
護
部 

 
 
 

一
等
陸
尉 

瀬
戸
嶋 
由
美
子 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

影
平 

範
子 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

石
野 

千
春 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

田
中 

靖
子 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

渡
辺 

明
美 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 
 

竹
内 

美
穂 

 
 
 
 

二
等
陸
尉 

 

髙
良 

憲
彰 

 
 
 
 

二
等
陸
曹 

 

中
尾 

亮
太 

 
 

〈 

転
出
者 

〉 

人
事
往
来 

  
 
 

 

  

《
八
月
一
日
付
》 

総
務
部 

（
総
務
課
） 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

尾
下 

浩
一 

 

 
 
 

准
陸
尉 

 
 

渡
邊 

葉
子 

 
 
 

陸
曹
長 

 
 

池
田 

新 

（
管
理
課
） 

 
 
 

陸
曹
長 

 
 

松
本 

文
夫 

（
会
計
課
） 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

香
川 

志
伸 

 
 
 

三
等
陸
曹 

 

池
田 

慧
司 

診
療
科 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

池
田 

宮
子 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

河
越 

環 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

北
村 

力 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

澁
川 

尚
幸 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

田
原 

舞 

 
 
 

陸
曹
長 

 
 

小
野 

三
保
子 

 
 
 

一
等
陸
曹 

 

矢
野 

憲
一 

衛
生
資
材
部 

（
衛
生
資
材
課
） 

 
 
 

一
等
陸
曹 

 

小
島 

洋
平 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

松
永 

孝
志 

（
薬
剤
課
） 

 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

水
木 

一
博 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

久
保 

敬
子 

看
護
部 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

杉
山 

周
子 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

海
端 

奈
穂
子 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

及
川 

和
子 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

古
市 

貴
美
代 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

指
山 

道
香 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

飯
干 

真
梨
奈 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

杉
山 

朋
広 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

砂
川 

尚
毅 

《
九
月
二
十
五
日
付
》 

診
療
科 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

神
津 

慶
多 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

人
見 

泰
弘 

 
令
和
二
年
六
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
六

日
の
ま
で
の
間
、
自
衛
隊
中
央
病
院
で
実

施
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
練
度
維
持
訓
練

に
診
療
技
術
部
か
ら
脇
田
曹
長
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

本
訓
練
は
、
方
面
隊
等
の
病
院
等
に
勤

務
す
る
臨
床
検
査
技
師
に
対
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
実
施
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修

得
さ
せ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感

染
対
応
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し

実
施
さ
れ
ま
し

た
。 

 

参
加
し
た
脇
田

曹

長

は
、
「
今

後
、
訓
練
で
学
ん

だ
技
術
を
還
元
し

た
い
」
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。 

衛
生
資
材
部(

転
入
者
の
紹
介
） 
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新
卒
看
護
師
十
三
名
は
、
幹
部
候
補
生

学
校
、
隊
付
教
育
を
終
了
し
、
令
和
二
年

七
月
六
日
か
ら
十
日
ま
で
の
間
、
新
人
看

護
師
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

輸
血
、
点
滴
の
作
成
や
投
与
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
救
急
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
な

ど
、
臨
床
で
必
要
な
基
礎
看
護
技
術
を
学

び
ま
し
た
。 

 

研
修
で
の
学
び
を
活
か
し
、
病
棟
、
手

術
室
で
本
格
的
に
勤
務
を
開
始
し
ま
す
。

一
人
前
の
看
護
師
を
目
指
し
、
日
々
奮
闘

中
で
す
。 

輸血の作成 

 

令
和
二
年
八
月
一
日
付
で
、
衛
生
資
材

部
へ
四
名
の
方
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

新
着
任
者
の
実
力
が
十
分
に
発
揮
出
来

ま
す
様
「
笑
顔
」
「
真
心
」
「
知
恵
」
を

も
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。 衛生資材課長 

３佐 宮﨑 美紀 

（前所属） 

西部方面総監部   

（健軍） 

調剤班長 

１尉 掛川 隆司 

（前所属） 

対特殊武器衛生隊 

（三宿） 

衛生補給陸曹 

１曹 梅本 修平 

（前所属） 

自衛隊別府病院    

（南別府） 

衛生整備陸曹 

１曹 中川 良章 

（前所属） 

中部方面衛生隊    

（伊丹） 

か
ら
揚
げ
弁
当 

500 

日
替
わ
り
弁
当 

500 

オ
ム
ラ
イ
ス
弁
当 

500 

ス
イ
ー
ツ
各
種 

 

《
九
月
二
十
五
日
付
》 

福
岡
病
院
付 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

大
野 

智
裕 


